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報 告 者

議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

主 な 要 望
・

提 言 等

・有能な正職員を配置して地域づくりの指導を行い、自治協を成熟させてもらい

　たい。

・自治協の成熟度に地域格差があるため、有能な人員配置が必要である。

・市への要望は自治協を通じてと言われ、直接要望できない。

・今の行政は地方分権になっていない。中央集権である。

・支所と市民センター施設のあり方が中途半端である。

・自治協議会の設置を議会で検証してもらいたい。

　議会がリーダーシップを取って行動してもらいたい。

・中山間地域の問題点を議会でどのようにとらえているのか。

・青山地域は市民センターの要望が無いから新たに施設を造らないと言っていた。

　市民センターの建設は、市全体の計画を立てて公平に行ってもらいたい。

・災害時孤立地域で集落が点在するなかで、避難行動計画を作成するのは大変で

　あり、危機管理室が人員を派遣して計画を作成してもらいたい。

・危機管理室の職員が少数であり、機能しないのではないか。

・市議会の権威をどのように守っていくのか、議会の一体化をどうするのか考え、

・議会で贈収賄事件が起こったが、止められなかったのか。

・市議会は市民の幸福を願って行動してもらいたい。


